
◎就農のための必要条件チェックリスト

１．⾃⾝の就農適正
□　⼼⾝ともに健康で体⼒に⾃信がある。
□　単純作業をこつこつやることができる。　
□　他⼈との付き合いは苦にならない。
□　忍耐⼒には⾃信がある。

２．新規就農についての⼼構え
□　「会社勤めがつまらない」「⽥舎のほうが⽣活が楽そう」など癒しを求めて農業をやりたいわけではない。　
□　農作業の厳しさを理解している。　　
□　会社員とは違い、社会保障等が⼤きく異なることを理解している。
□　「農業で⾷べていくぞ」という強い気持ちと情熱がある。　
□　⾃然災害や⾃⾝の技術不⾜で収穫ができず、無収⼊になることがあることを理解している。　
□　農業を始めることは、起業して経営者になることを理解している。
□　農業未経験者が新たに農業を始めることの⼤変さを理解している。　

３．新規就農にむけた事前準備
□　就農情報のネット検索や相談会参加など積極的に情報収集を⾏なっている。
□　農業を始めることに家族の同意を得ており、労働⼒2名以上を確保できる。（ご夫婦等）
□　栽培作物の品⽬が決まっている。
□　就農希望地をどこにするか決まっている。
□　農地取得の⾒込みが⽴っている。
□　就農までの流れを⼤筋理解している。
□　⾃動⾞運転免許証（できればMT）を所持している。

４．就農条件の準備
□　これまでに1年以上の農業研修を受けており技術と知識が⾝についている。
□　経営開始に必要な⾃⼰資⾦を数百万単位で⽤意できる。
□　⾃⾝の借⼊状況やクレジットカードを含む返済状況など把握している。
□　税務や経理作業の知識を持っている。

５．就農後について
□　経営開始⾦のほかに、2年程度の⽣活資⾦の準備ができている。
□　作⽬別の部会活動に積極的に参加し、JA系統出荷に協⼒できる。

 ※農業に関わる共同作業や地域での役割を求められることを理解している
□　地域とのコミュニケーションの重要性を理解している。　
□　農地と住居が遠くなる場合もあり、作業が不便になることがあることを理解している。




